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『
論
語
私
存
』
訳
注
（
九
）
水
野
実
・
阿
部
光
麿
・
大
場
一
央
・
松
野
敏
之
編
始
め
に
『
論
語
私
存
』
は
王
守
仁
（
陽
明
）
の
高
弟
季
本
（
号
は
彭
山
。
一
四
八
五
～
一
五
六
三
）
の
手
に
な
る
『
論
語
』
の
本
格
的
な
注
釈
書
で
あ
る
。
こ
の
書
は
『
論
語
』
理
解
に
有
用
で
あ
る
だ
け
で
な
く
注
釈
史
の
上
で
も
注
目
す
べ
き
書
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
陽
明
学
理
解
と
そ
の
変
遷
を
考
察
す
る
上
で
も
不
可
欠
な
要
素
を
有
す
る
。
こ
の
書
の
有
す
る
様
々
な
意
義
を
鑑
み
、
す
で
に
水
野
実
（
防
衛
大
学
校
名
誉
教
授
）
を
代
表
と
し
て
、
阿
部
光
麿
（
早
稲
田
大
学
講
師
）、
大
場
一
央
（
早
稲
田
大
学
講
師
）、
松
野
敏
之
（
国
士
舘
大
学
准
教
授
）
の
三
氏
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
長
ら
く
共
同
で
こ
の
書
の
訳
注
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
し
て
そ
の
成
果
は
計
八
回
に
亘
っ
て
『
防
衛
大
学
校
紀
要
』
に
掲
載
し
て
き
た
。「
学
而
」
篇
か
ら
「
泰
伯
」
篇
ま
で
の
計
八
篇
で
あ
る
。
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し
か
し
、
水
野
の
防
衛
大
学
校
定
年
退
職
に
伴
い
、
志
半
ば
に
し
て
発
表
機
関
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
し
ば
し
中
断
の
已
む
な
き
に
至
る
こ
と
に
な
っ
た
。
が
こ
こ
に
き
て
漸
く
発
表
雑
誌
を
『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
今
後
、
全
篇
の
訳
注
の
完
成
を
目
指
し
、
心
新
た
に
鋭
意
努
力
す
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
改
め
て
江
湖
の
批
正
を
請
う
所
以
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
研
究
成
果
は
阿
部
、
大
場
、
松
野
の
三
氏
と
水
野
と
の
討
議
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
意
見
が
分
か
れ
た
際
の
判
断
は
水
野
が
行
い
、
最
終
的
責
任
は
水
野
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
下
訳
、
訂
正
、
ま
と
め
等
を
担
当
し
た
大
場
氏
の
功
績
の
尽
大
な
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。
水
野
実
凡
例
・
底
本
は
、
北
京
市
国
家
図
書
館
蔵
『
四
書
私
存
』（
明
嘉
靖
二
十
二
年
刻
本
）
を
用
い
た
。
・
原
文
に
お
い
て
判
読
出
来
な
い
字
は
□
で
表
記
し
た
。
・
書
き
下
し
に
お
い
て
、『
論
語
』
本
文
に
お
け
る
□
は
〔
〕
で
示
し
た
。
・
書
き
下
し
に
お
い
て
、
季
本
注
に
お
け
る
□
は
、
類
推
で
き
る
場
合
は
〔
〕
で
示
し
、
校
異
を
附
し
た
。
・
季
本
『
説
理
会
編
』
は
、
清
華
大
学
図
書
館
蔵
明
馮
継
科
刻
本
（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
所
収
）
を
用
い
た
。
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論
語
私
存
卷
九
會
稽
季
本
箋
釋
子
罕
第
九
【
一
】
子
罕
言
利
與
命
與
仁
。
利
、
非
財
利
也
。
若
財
利
、
奚
止
於
罕
言
哉
。
蓋
言
所
行
皆
順
利
也
。
如
利
用
安
身
之
利
。
命
、
自
流
行
福
善
者
而
言
。
如
大
德
受
命
之
命
。
仁
、
自
心
德
渾
全
、
自
然
能
惻
隱
慈
愛
而
言
。
如
我
不
欲
人
加
諸
我
、
吾
亦
欲
無
加
諸
人
之
意
。
此
皆
成
德
之
效
驗
也
。
學
者
只
當
於
修
己
上
用
功
。
若
言
效
驗
、
□
未
免
有
計
功
謀
利
、
希
高
慕
大
之
心
。
非
入
德
之
實
地
矣
。
［
訓
読
］
子
、
罕
に
利
と
命
と
仁
と
を
言
ふ
。
利
は
、
財
利
に
非
ず
。
若
し
財
利
な
れ
ば
、
奚
ぞ
罕
に
言
ふ
に
止
ま
ら
ん
や
。
蓋
し
行
ふ
所
皆
利
に
順
ふ
を
言
ふ
な
り
。
利
用
安
身
の
利
の
如
し
。
命
は
、
流
行
福
善
す
る
者
よ
り
し
て
言
ふ
。
大
徳
、
命
を
受
く
の
命
の
如
し
。
仁
は
、
心
徳
渾
全
、
自
然
に
能
く
惻
隠
慈
愛
す
る
よ
り
し
て
言
ふ
。
我
、
人
の
諸
を
我
に
加
ふ
る
を
欲
せ
ざ
る
は
、
吾
も
亦
た
諸
を
人
こ
れ
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に
加
ふ
る
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
の
意
の
如
し
。
此
れ
皆
成
徳
の
効
験
な
り
。
学
者
只
だ
当
に
修
己
上
に
於
い
て
功
を
用
ふ
べ
し
。
若
し
効
験
を
言
へ
ば
、
□
未
だ
功
を
計
り
利
を
謀
り
、
高
き
を
希
み
大
を
慕
ふ
の
心
有
る
を
免
れ
ず
。
入
徳
の
実
地
に
非
ず
。
［
語
釈
］
○
利
用
安
身
『
易
経
』
繫
辞
下
伝
に
「
尺
蠖
の
屈
す
る
は
、
以
て
信
び
ん
こ
と
を
求
む
る
な
り
。
竜
蛇
の
蟄
す
せ
き
か
く
の
る
は
、
以
て
身
を
存
せ
ん
と
な
り
。
義
を
精
し
く
し
て
神
に
入
る
は
、
以
て
用
を
致
す
な
り
。
用
を
利
し
身
を
安
ん
ず
る
は
、
以
て
徳
を
崇
く
す
る
な
り
」
と
あ
る
。
○
大
德
受
命
『
中
庸
章
句
』
第
章
に
「
詩
に
曰
く
、
嘉
楽
た
る
君
子
は
、
憲
憲
た
る
令
徳
あ
り
。
民
に
宜
し
く
17
人
に
宜
し
く
、
禄
を
天
に
受
く
。
保
佑
し
て
之
れ
に
命
じ
、
天
よ
り
之
れ
を
申
ぬ
、
と
。
故
に
大
徳
の
者
は
必
ず
命
を
受
く
」
と
あ
る
。
○
我
不
欲
人
加
諸
我
、
吾
亦
欲
無
加
諸
人
『
論
語
』
公
冶
長
・
章
に
「
子
貢
曰
く
、
我
、
人
の
諸
を
我
に
加
ふ
11
る
を
欲
せ
ざ
る
は
、
我
も
亦
た
諸
を
人
に
加
ふ
る
こ
と
な
か
ら
ん
と
欲
す
。
子
曰
く
、
賜
や
、
爾
の
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。
【
二
】
○
達
巷
黨
人
曰
、
大
哉
孔
子
、
博
學
而
無
所
成
名
。
子
聞
之
謂
門
弟
子
曰
、
吾
何
執
。
執
御
乎
、
執
射
乎
、
吾
執
御
矣
。
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博
學
、
即
博
學
於
文
之
意
。
無
所
成
名
、
與
易
不
成
乎
名
義
同
。
此
正
其
所
謂
大
非
惜
辭
也
。
孔
子
聞
之
、
恐
學
者
馳
心
於
高
遠
。
故
言
我
亦
當
執
一
藝
、
以
成
名
耳
。
射
御
之
事
、
學
者
所
常
習
、
而
御
爲
尤
卑
。
苟
能
即
此
而
執
之
、
則
亦
爲
學
之
實
地
也
。
而
何
必
求
之
高
遠
哉
。
［
訓
読
］
○
達
巷
の
党
人
曰
く
、
大
な
る
か
な
孔
子
、
博
く
学
び
て
名
を
成
す
所
無
し
、
と
。
子
、
之
れ
を
聞
き
て
門
弟
子
に
謂
ひ
て
曰
く
、
吾
、
何
を
か
執
ら
ん
。
御
を
執
ら
ん
か
、
射
を
執
ら
ん
か
、
吾
は
御
を
執
ら
ん
。
博
く
學
ぶ
は
、
即
ち
博
く
文
に
學
ぶ
の
意
な
り
。
名
を
成
す
所
無
し
は
、
易
の
名
を
成
さ
ず
と
義
同
じ
。
此
れ
正
に
其
の
所
謂
大
は
、
惜
し
む
辞
に
非
ざ
る
な
り
。
孔
子
之
れ
を
聞
き
、
学
者
の
心
を
高
遠
に
馳
せ
ん
こ
と
を
恐
る
。
故
に
我
も
亦
た
当
に
一
芸
を
執
り
て
以
て
名
を
成
す
べ
き
を
言
ふ
の
み
。
射
御
の
事
は
、
学
者
の
常
に
習
ふ
所
に
し
て
、
御
は
尤
も
卑
し
と
為
す
。
苟
も
能
く
此
れ
に
即
き
て
之
れ
を
執
れ
ば
、
則
ち
亦
た
学
の
実
地
と
為
る
な
り
。
而
る
を
何
ぞ
必
ず
し
も
之
れ
を
高
遠
に
求
め
ん
や
。
［
語
釈
］
○
博
學
於
文
『
論
語
』
雍
也
・
章
に
「
子
曰
く
、
君
子
は
博
く
文
に
学
び
て
、
之
れ
を
約
す
る
に
礼
を
以
て
す
25
れ
ば
、
亦
た
以
て
畔
か
ざ
る
べ
き
か
」
と
あ
る
。
そ
む
○
易
不
成
乎
名
『
易
経
』
乾
卦
・
文
言
伝
に
「
初
九
に
曰
く
、
潜
竜
用
ふ
る
勿
れ
と
は
、
何
の
謂
ひ
ぞ
や
。
子
曰
く
、
竜
徳
に
し
て
隠
る
る
者
な
り
。
世
に
易
へ
ず
、
名
を
成
さ
ず
、
世
を
遯
れ
て
悶
る
こ
と
无
く
、
是
と
せ
ら
れ
い
き
ど
ほ
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ざ
れ
ど
も
悶
る
こ
と
无
し
。
楽
し
め
ば
則
ち
之
れ
を
行
ひ
、
憂
へ
ば
則
ち
之
れ
を
違
る
。
確
乎
と
し
て
其
れ
抜
く
さ
べ
か
ら
ざ
る
は
、
潜
竜
な
り
」
と
あ
る
。
【
三
】
○
子
曰
、
麻
冕
禮
也
。
今
也
純
儉
。
吾
從
衆
。
拝
下
禮
也
。
今
拝
乎
上
泰
也
。
雖
違
衆
、
吾
從
下
。
從
衆
、
同
俗
之
儉
也
。
從
下
、
敬
君
之
恭
也
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
麻
冕
は
礼
な
り
。
今
や
純
は
倹
な
り
。
吾
は
衆
に
従
は
ん
。
下
に
拝
す
る
は
礼
な
り
。
今
、
上
に
拝
す
る
は
泰
な
り
。
衆
に
違
ふ
と
雖
も
、
吾
は
下
に
従
は
ん
。
衆
に
従
ふ
は
、
俗
に
同
じ
く
す
る
の
倹
な
り
。
下
に
従
ふ
は
、
君
を
敬
す
る
の
恭
な
り
。
【
四
】
○
子
絶
四
。
毋
意
、
毋
必
、
毋
固
、
毋
我
。
此
四
者
、
當
其
天
理
之
感
。
何
用
禁
止
。
然
既
有
四
者
之
名
、
則
恐
爲
所
繋
。
故
以
毋
言
。
蓋
純
亦
不
已
之
誠
、
自
然
警
省
而
絶
去
之
。
雖
不
以
毋
爲
無
、
可
也
。
［
訓
読
］
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○
子
は
四
を
絶
つ
。
意
毋
く
、
必
毋
く
、
固
毋
く
、
我
毋
し
。
此
の
四
者
は
、
其
の
天
理
に
当
た
る
の
感
な
り
。
何
ぞ
禁
止
を
用
ひ
ん
。
然
れ
ど
も
、
既
に
四
者
の
名
有
れ
ば
、
則
ち
恐
ら
く
は
繫
く
る
所
と
為
ら
ん
。
故
に
毋
を
以
て
言
ふ
。
蓋
し
純
に
し
て
亦
た
已
ま
ざ
る
の
誠
は
、
自
然
に
警
省
し
て
之
れ
を
絶
ち
去
る
。
毋
を
以
て
無
と
為
さ
ず
と
雖
も
可
な
り
。
［
語
釈
］
○
何
用
禁
止
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
に
、
程
子
語
と
し
て
「
此
の
毋
字
は
、
禁
止
の
辞
に
非
ず
。
聖
人
は
此
4
の
四
者
を
絶
つ
。
何
ぞ
禁
止
を
用
ひ
ん
」
と
あ
り
、
程
子
は
、
聖
人
は
既
に
四
者
を
絶
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
毋
は
「
無
」
で
あ
る
と
す
る
。
四
者
に
天
理
と
の
つ
な
が
り
を
見
出
す
季
本
と
は
、
同
じ
言
葉
を
使
っ
て
い
て
も
、
少
し
く
文
脈
が
異
な
る
。
こ
の
場
合
「
毋
」
は
読
ま
な
い
と
い
う
主
張
に
な
る
。
○
不
以
毋
爲
無
可
也
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
に
「
絶
は
無
き
の
尽
く
る
者
。
毋
は
史
記
に
無
に
作
る
、
是
な
4
り
」
と
あ
る
。
【
五
】
○
子
畏
於
匡
。
曰
、
文
王
既
没
、
文
不
在
茲
乎
。
天
之
將
喪
斯
文
也
、
後
死
者
不
得
與
於
斯
文
也
。
天
之
未
喪
斯
文
也
、
匡
人
其
如
予
何
。
陽
虎
暴
匡
之
説
、
辯
見
孔
子
圖
譜
論
。
○
文
不
在
茲
、
蒙
文
王
而
言
。
不
必
以
文
爲
謙
辭
。
○
此
與
桓
魋
其
如
予
何
意
同
。
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［
訓
読
］
○
子
、
匡
に
畏
る
。
曰
く
、
文
王
既
に
没
す
れ
ど
も
、
文
、
茲
に
在
ら
ざ
ら
ん
や
。
天
の
将
に
斯
の
文
を
喪
ぼ
さ
ん
と
す
る
や
、
後
に
死
す
る
者
、
斯
の
文
に
與
る
を
得
ざ
る
な
り
。
天
の
未
だ
斯
の
文
を
喪
ぼ
さ
ざ
る
や
、
匡
人
、
其
れ
予
を
如
何
せ
ん
。
陽
虎
、
匡
に
暴
る
る
の
説
、
孔
子
図
譜
論
に
辯
見
す
。
○
文
、
茲
に
在
ら
ず
は
、
文
王
を
蒙
り
て
言
ふ
。
必
ず
し
も
文
を
以
て
謙
辞
と
為
さ
ず
。
○
此
れ
桓
魋
其
れ
予
を
如
何
せ
ん
の
意
と
同
じ
。
［
語
釈
］
○
辯
見
孔
子
圖
譜
論
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
三
に
「
季
本
孔
孟
図
譜
三
巻
」
と
あ
り
、
季
本
の
著
し
た
『
孔
孟
図
譜
』
を
指
す
か
。
未
見
。
○
桓
魋
其
如
予
何
『
論
語
集
注
』
述
而
・
章
。
22
○
不
必
以
文
爲
謙
辭
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
に
「
道
の
顕
は
る
る
者
、
之
れ
を
文
と
謂
ふ
。
蓋
し
礼
楽
制
度
5
の
謂
ひ
な
り
。
道
と
曰
は
ず
し
て
文
と
曰
ふ
は
、
亦
た
謙
辞
な
り
」
と
あ
る
。
【
六
】
○
大
宰
問
於
子
貢
曰
、
夫
子
聖
者
與
、
何
其
多
能
也
。
子
貢
曰
、
固
天
縱
之
、
將
聖
又
多
能
也
。
子
聞
之
曰
、
大
宰
知
我
乎
。
我
少
也
賤
。
故
多
能
鄙
事
。
君
子
多
乎
哉
、
不
多
也
。
牢
曰
、
子
云
、
我
不
試
、
故
藝
。
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大
宰
、
呉
官
也
。
大
宰
以
天
資
言
。
故
謂
孔
子
爲
聖
而
多
能
。
子
貢
亦
以
聖
爲
天
質
。
但
就
聖
之
出
衆
者
言
耳
。
謂
聖
亦
有
不
多
能
者
。
而
孔
子
則
天
縱
之
。
故
比
他
人
之
聖
又
多
能
也
。
蓋
以
多
能
生
於
縱
字
矣
。
將
字
只
從
集
註
作
殆
解
。
孔
子
則
以
聖
人
爲
精
一
之
名
。
非
由
天
賦
、
乃
從
工
夫
得
之
。
凡
事
皆
粗
迹
。
故
曰
、
鄙
事
由
少
賤
而
多
能
、
則
歴
□
□
成
者
也
。
故
下
文
引
子
云
不
試
、
故
藝
之
言
、
以
明
之
。
君
子
多
乎
哉
、
不
多
也
、
一
以
貫
之
之
意
。
謂
當
專
求
心
體
之
精
一
耳
。
［
訓
読
］
○
大
宰
、
子
貢
に
問
ひ
て
曰
く
、
夫
子
は
聖
者
か
、
何
ぞ
其
れ
多
能
な
る
や
、
と
。
子
貢
曰
く
、
固
よ
り
天
、
之
れ
を
縦
に
し
、
将
ど
聖
に
し
て
又
た
多
能
な
り
、
と
。
子
、
之
れ
を
聞
き
て
曰
く
、
大
宰
、
我
を
知
る
か
。
我
少
き
と
き
賤
し
。
ほ
と
ん
わ
か
故
に
鄙
事
に
多
能
な
り
。
君
子
は
多
な
ら
ん
や
。
多
な
ら
ざ
る
な
り
。
牢
曰
く
、
子
云
ふ
、
我
試
ひ
ら
れ
ず
、
故
に
芸
も
ち
あ
り
、
と
。
大
宰
は
、
呉
官
な
り
。
大
宰
は
天
資
を
以
て
言
ふ
。
故
に
孔
子
を
謂
ひ
て
聖
に
し
て
多
能
と
為
す
。
子
貢
も
亦
た
聖
を
以
て
天
質
と
為
す
。
但
だ
聖
の
衆
に
出
づ
る
者
に
就
い
て
言
ふ
の
み
。
聖
と
謂
ふ
も
亦
た
多
能
な
ら
ざ
る
者
有
り
。
而
れ
ど
も
孔
子
は
則
ち
天
、
之
れ
を
縦
に
す
。
故
に
他
人
の
聖
に
比
し
て
又
た
多
能
な
り
。
蓋
し
多
能
を
以
て
縦
字
を
生
ず
。
将
字
は
只
だ
集
註
殆
に
作
る
に
従
ひ
て
解
す
。
孔
子
は
則
ち
聖
人
を
以
て
精
一
の
名
と
為
す
。
天
賦
に
由
る
に
非
ず
、
乃
ち
工
夫
よ
り
之
れ
を
得
た
り
。
凡
事
は
皆
粗
迹
ぬ
。
故
に
曰
く
、
鄙
事
は
少
き
と
き
賤
し
き
に
由
り
て
多
能
な
れ
ば
、
ほ
ぼ
た
ず
則
ち
歴
□
□
成
者
也
、
と
。
故
に
下
文
に
子
云
ふ
試
ひ
ら
れ
ず
、
故
に
芸
あ
り
の
言
を
引
き
て
、
以
て
之
れ
を
明
ら
か
に
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す
。
君
子
は
多
な
ら
ん
や
、
多
な
ら
ざ
る
な
り
は
、
一
以
て
之
れ
を
貫
く
の
意
な
り
。
当
に
専
ら
心
体
の
精
一
に
求
む
べ
き
を
謂
ふ
の
み
。
［
語
釈
］
○
大
宰
以
天
質
言
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
に
「
大
宰
は
蓋
し
多
能
を
以
て
聖
と
為
す
」
と
あ
る
。
6
○
將
字
只
從
集
註
作
殆
解
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
に
「
将
は
殆
な
り
。
謙
し
て
敢
え
て
知
ら
ざ
る
が
若
く
す
6
る
の
辞
」
と
あ
る
。
○
聖
人
爲
精
一
之
名
『
書
経
』
大
禹
謨
に
「
人
心
惟
れ
危
う
く
、
道
心
惟
れ
微
な
り
。
惟
れ
精
、
惟
れ
一
、
允
に
厥
の
中
を
執
れ
」
と
あ
り
、
宋
明
理
学
で
は
心
を
論
ず
る
際
の
常
套
句
と
な
っ
た
。
○
一
以
貫
之
之
意
『
論
語
』
里
仁
・
章
、
同
衛
霊
公
・
章
。
15
2
【
七
】
○
子
曰
、
吾
有
知
乎
哉
。
無
知
也
。
有
鄙
夫
、
問
於
我
空
空
如
也
。
我
叩
其
兩
端
而
竭
焉
。
聖
人
自
言
無
知
、
以
靜
虛
之
本
體
、
言
此
心
與
衆
人
同
者
也
。
故
即
鄙
夫
之
空
空
者
明
之
。
鄙
夫
問
於
我
而
空
空
、
正
見
其
心
之
靜
虛
也
。
我
能
動
其
兩
端
而
使
自
竭
焉
。
兩
端
、
謂
其
心
是
非
之
兩
端
也
。
是
非
之
心
人
皆
有
之
。
我
亦
安
有
他
知
哉
。
○
此
章
之
説
、
張
子
主
於
聖
人
由
問
而
知
。
朱
子
主
於
聖
人
教
人
不
可
不
盡
。
與
此
論
是
非
之
心
人
所
同
有
者
不
同
。
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［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
吾
、
知
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
知
る
こ
と
無
き
な
り
。
鄙
夫
有
り
、
我
に
問
ふ
こ
と
空
空
如
た
り
。
我
、
其
の
両
端
を
叩
き
て
竭
く
す
。
聖
人
自
ら
知
る
こ
と
無
し
と
言
ふ
は
、
静
虚
の
本
體
を
以
て
此
の
心
、
衆
人
と
同
じ
者
な
る
を
言
ふ
な
り
。
故
に
鄙
夫
の
空
空
た
る
者
に
即
き
て
之
れ
を
明
ら
か
に
す
。
鄙
夫
の
我
に
問
ひ
て
空
空
た
る
は
、
正
に
其
の
心
の
静
虚
な
る
を
見
す
な
り
。
我
能
く
其
の
両
端
を
動
か
し
て
自
ら
竭
さ
し
む
。
両
端
は
其
の
心
の
是
非
の
両
端
を
謂
ふ
な
り
。
是
非
の
心
は
人
皆
之
れ
有
り
。
我
も
亦
た
安
ん
ぞ
他
知
有
ら
ん
や
。
○
此
の
章
の
説
、
張
子
は
聖
人
の
問
ふ
に
よ
り
て
知
る
を
主
と
す
。
朱
子
は
聖
人
の
人
を
教
ふ
る
に
尽
く
さ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
主
と
す
。
此
の
是
非
の
心
は
人
の
同
じ
く
有
す
る
所
の
者
な
る
を
論
ず
る
と
同
じ
か
ら
ず
。
［
語
釈
］
○
張
子
主
於
聖
人
由
問
而
知
『
正
蒙
』
中
正
篇
で
張
載
が
「
洪
鐘
は
未
だ
嘗
て
声
あ
ら
ず
。
扣
つ
に
由
り
て
乃
ち
う
声
あ
り
。
聖
人
は
未
だ
嘗
て
知
あ
ら
ず
。
問
ふ
に
由
り
て
乃
ち
知
あ
り
」
と
言
っ
た
の
を
、『
二
程
粋
言
』
で
程
子
が
批
判
し
、
更
に
『
論
語
精
義
』
で
こ
の
張
子
語
と
程
子
の
批
判
と
の
双
方
が
掲
載
さ
れ
、
朱
熹
に
よ
っ
て
当
該
章
の
議
論
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
季
本
は
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
○
朱
子
主
於
聖
人
教
人
不
可
不
盡
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
に
「
孔
子
、
謙
し
て
己
に
知
識
な
き
を
言
ふ
。
但
7
だ
其
の
人
に
告
ぐ
る
に
、
至
愚
な
り
と
雖
も
、
敢
え
て
尽
く
さ
ざ
る
の
み
」
と
あ
る
。
- 218 -
【
八
】
○
子
曰
、
鳳
鳥
不
至
、
河
不
出
圖
。
吾
已
矣
夫
。
明
王
不
出
、
則
無
用
孔
子
者
。
故
曰
、
吾
已
矣
夫
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
鳳
鳥
至
ら
ず
、
河
、
図
を
出
だ
さ
ず
。
吾
已
ぬ
る
か
な
。
明
王
出
で
ざ
れ
ば
、
則
ち
孔
子
を
用
ふ
る
者
無
し
。
故
に
曰
く
、
吾
已
ぬ
る
か
な
、
と
。
【
九
】
○
子
見
齊
衰
者
冕
衣
裳
者
與
瞽
者
。
見
之
雖
少
必
作
、
過
之
必
趨
。
語
孟
中
重
服
、
但
言
齊
衰
、
不
言
斬
衰
。
説
見
説
理
會
編
卷
十
一
。
見
者
、
望
見
之
辭
。
及
既
見
則
必
作
、
欲
相
慰
問
也
。
過
者
、
過
其
所
止
之
處
也
。
必
趨
者
、
不
欲
勞
其
起
居
也
。
［
訓
読
］
○
子
、
齊
衰
者
、
冕
衣
裳
者
と
瞽
者
と
を
見
る
。
之
れ
を
見
れ
ば
少
し
と
雖
も
必
ず
作
ち
、
之
れ
を
過
ぐ
れ
ば
必
ず
趨
る
。
し
さ
い
し
や
べ
ん
い
そ
う
し
や
わ
か
た
語
孟
中
、
服
を
重
ん
ず
る
も
、
但
だ
齊
衰
を
言
ひ
て
、
斬
衰
を
言
は
ず
。
説
は
説
理
会
編
巻
十
一
に
見
ゆ
。
見
と
は
、
之
れ
を
望
見
す
る
の
辞
な
り
。
既
に
見
る
に
及
べ
ば
則
ち
必
ず
作
つ
は
、
相
ひ
慰
問
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
過
と
は
、
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其
の
止
ま
る
所
の
処
を
過
ぐ
る
な
り
。
必
ず
趨
る
と
は
、
其
の
起
居
を
労
す
る
を
欲
せ
ざ
れ
ば
な
り
。
［
語
釈
］
○
説
見
説
理
會
編
卷
十
一
『
説
理
会
編
』
巻
十
一
・
条
で
季
本
は
「
喪
服
は
、
父
の
為
に
斬
衰
し
、
母
の
為
に
6
斉
衰
す
。
其
の
制
同
じ
か
ら
ず
。
而
れ
ど
も
、
孟
子
則
ち
曰
く
、
三
年
の
喪
、
斉
疏
の
服
、
飦
粥
の
食
は
、
天
子
よ
り
庶
人
に
達
す
る
ま
で
、
三
代
之
れ
を
共
に
す
、
と
。
窃
か
に
疑
ふ
ら
く
は
、
古
は
通
喪
す
る
こ
と
三
年
、
皆
斉
疏
を
以
て
常
と
為
す
。
而
し
て
衰
は
胸
前
に
在
り
て
、
特
だ
斬
を
以
て
別
つ
の
み
な
ら
ん
、
と
。
故
に
中
庸
に
曰
く
、
父
母
の
喪
は
貴
賤
な
く
一
な
り
、
と
。
豈
に
父
は
斬
を
以
て
し
、
母
は
斉
を
以
て
す
る
の
理
あ
ら
ん
や
」
云
々
と
言
い
、『
孟
子
』
を
根
拠
に
斬
衰
、
斉
衰
の
区
分
を
否
定
す
る
。
し
か
し
、
巻
十
一
を
見
る
限
り
、『
論
語
』
を
根
拠
に
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。
【
十
】
○
顔
淵
喟
然
嘆
曰
、
仰
之
彌
高
、
鑽
之
彌
堅
。
瞻
之
在
前
、
忽
焉
在
後
。
夫
子
循
循
然
善
誘
人
。
博
我
以
文
、
約
我
以
禮
。
欲
罷
不
能
。
既
竭
吾
才
。
如
有
所
立
卓
爾
。
雖
欲
從
之
、
末
由
也
已
。
高
堅
前
後
、
嘆
道
體
之
無
窮
也
。
然
可
實
下
手
處
、
只
在
博
文
約
禮
。
文
顯
於
事
、
禮
隱
於
心
。
禮
者
、
道
之
歸
宿
處
、
而
文
之
所
由
節
也
。
密
於
文
而
不
疎
博
也
。
要
於
禮
而
不
亂
約
也
。
聖
人
以
此
誘
人
、
而
使
之
漸
次
精
進
。
所
謂
循
循
善
誘
也
。
顔
子
爲
之
盡
力
、
至
於
欲
罷
不
能
、
則
既
時
習
而
悦
矣
。
其
所
得
者
、
只
是
此
禮
在
心
耳
。
所
立
卓
爾
、
禮
之
立
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也
。
舎
禮
之
外
、
何
由
從
心
。
孔
子
從
心
所
欲
不
踰
矩
。
矩
即
禮
也
。
聖
人
亦
不
能
外
矩
以
從
心
。
而
況
於
學
者
乎
。
詳
見
説
理
會
編
卷
四
。
［
訓
読
］
○
顔
淵
喟
然
と
し
て
嘆
じ
て
曰
く
、
之
れ
を
仰
げ
ば
弥
い
よ
高
く
、
之
れ
を
鑽
れ
ば
弥
い
よ
堅
し
。
之
れ
を
瞻
る
に
前
に
在
み
れ
ば
、
忽
焉
と
し
て
後
に
在
り
。
夫
子
は
循
循
然
と
し
て
善
く
人
を
誘
ふ
。
我
を
博
む
る
に
文
を
以
て
し
、
我
を
約
す
る
い
ざ
な
に
礼
を
以
て
す
。
罷
め
ん
と
欲
す
れ
ど
も
能
は
ず
。
既
に
吾
が
才
を
竭
く
す
。
立
つ
所
有
り
て
卓
爾
た
る
が
如
し
。
之
れ
に
従
は
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
由
る
末
き
の
み
。
な
高
堅
前
後
は
、
道
体
の
無
窮
を
嘆
ず
る
な
り
。
然
れ
ど
も
実
に
手
を
下
す
べ
き
処
は
、
只
だ
博
文
約
礼
に
在
る
の
み
。
文
は
事
に
顕
は
れ
、
礼
は
心
に
隠
る
。
礼
と
は
、
道
の
帰
宿
す
る
処
に
し
て
、
文
の
由
り
て
節
す
る
所
な
り
。
文
に
密
に
し
て
博
を
疎
か
に
せ
ず
。
礼
を
要
め
て
約
を
乱
さ
ず
。
聖
人
は
此
れ
を
以
て
人
を
誘
ひ
、
而
し
て
之
れ
を
し
て
漸
次
に
精
進
せ
し
む
。
所
謂
循
循
と
し
て
善
く
誘
ふ
な
り
。
顔
子
は
之
れ
が
為
に
力
を
尽
く
し
、
罷
め
ん
と
欲
す
る
も
能
は
ざ
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
既
に
時
に
習
ひ
て
悦
ぶ
な
り
。
其
の
得
る
所
の
者
は
、
只
だ
是
れ
此
の
礼
の
心
に
在
る
の
み
。
立
つ
所
卓
爾
は
、
礼
の
立
つ
な
り
。
礼
に
舎
る
の
外
、
何
に
由
り
て
心
に
従
は
ん
。
孔
子
は
心
の
欲
す
る
所
に
従
ひ
て
矩
を
踰
え
ず
。
矩
は
即
ち
礼
な
り
。
聖
人
も
亦
た
矩
を
外
に
し
て
以
て
心
に
従
ふ
こ
と
能
は
ず
。
而
る
を
況
ん
や
学
者
に
於
い
て
を
や
。
詳
し
く
は
説
理
会
編
巻
四
に
見
ゆ
。
［
語
釈
］
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○
説
見
説
理
會
編
卷
四
『
説
理
会
編
』
巻
四
・
～
条
に
か
け
て
「
博
文
約
礼
」
と
い
う
綱
目
が
立
て
ら
れ
、
14
18
様
々
に
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
本
章
の
議
論
に
近
い
も
の
は
あ
っ
て
も
（
条
・
条
）、
主
題
が
全
く
14
17
同
一
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
議
論
は
な
い
。
条
・
条
は
、「
矩
は
礼
な
り
」
と
言
っ
て
、
博
文
約
礼
と
「
矩
14
17
を
踰
え
ず
」
と
を
結
ん
で
い
る
の
で
、
季
本
は
こ
の
辺
り
を
参
照
し
て
欲
し
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
【
十
一
】
○
子
疾
病
。
子
路
使
門
人
爲
臣
。
病
閒
曰
、
久
矣
哉
、
由
之
行
詐
也
。
無
臣
而
爲
有
臣
。
吾
誰
欺
、
欺
天
□
。
且
予
與
其
死
於
臣
之
手
也
、
無
寧
死
於
二
三
子
之
手
乎
。
且
予
縱
不
得
大
葬
、
予
死
於
道
路
乎
。
久
矣
、
言
其
常
如
此
也
。
死
能
葬
之
以
禮
、
不
必
有
臣
也
。
有
臣
亦
虚
文
耳
。
［
訓
読
］
○
子
、
疾
病
な
り
。
子
路
、
門
人
を
し
て
臣
為
ら
し
む
。
病
間
に
曰
く
、
久
し
い
か
な
、
由
の
詐
を
行
ふ
や
。
臣
無
く
し
や
ま
い
へ
い
て
臣
有
り
と
為
す
。
吾
誰
を
か
欺
か
ん
、
天
を
欺
か
ん
〔
や
〕。
且
つ
予
、
其
の
其
の
臣
の
手
に
死
せ
ん
よ
り
は
、
無
寧
む
し
ろ
二
三
子
の
手
に
死
せ
ん
か
。
且
つ
予
縦
ひ
大
葬
を
得
ず
と
も
、
予
は
道
路
に
死
せ
ん
か
。
久
し
と
は
、
其
の
常
に
此
く
の
如
き
を
言
ふ
な
り
。
死
は
能
く
之
れ
を
葬
る
に
礼
を
以
て
し
、
必
ず
し
も
臣
有
ら
ず
。
臣
有
る
は
亦
た
虚
文
の
み
。
［
語
釈
］
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○
死
能
葬
之
以
禮
季
本
は
、『
論
語
』
為
政
・
章
「
死
せ
る
に
は
之
れ
に
事
ふ
る
に
礼
を
以
て
し
」
を
引
用
し
、
5
「
能
」
字
を
付
け
て
強
調
、「
必
ず
し
も
臣
あ
ら
ず
」
に
繋
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
【
十
二
】
○
子
貢
曰
、
有
美
玉
於
斯
。
韞
匵
而
藏
諸
。
求
善
賈
而
沽
諸
。
子
曰
、
□
之
哉
。
沽
之
哉
。
我
待
賈
者
也
。
此
章
之
義
、
只
在
求
與
待
而
已
。
［
訓
読
］
○
子
貢
曰
く
、
斯
こ
に
美
玉
有
り
。
匵
に
韞
し
て
諸
を
蔵
せ
ん
か
。
善
賈
を
求
め
て
諸
を
沽
ら
ん
か
。
子
曰
く
、
之
れ
を
と
く
か
く
〔
沽
ら
ん
〕
か
な
。
之
れ
を
沽
ら
ん
か
な
。
我
は
賈
を
待
つ
者
な
り
。
此
の
章
の
義
、
只
だ
求
む
る
と
待
つ
と
に
在
る
の
み
。
【
十
三
】
○
子
欲
居
九
夷
。
或
曰
、
陋
。
如
之
何
。
子
曰
、
君
子
居
之
、
何
陋
之
有
。
觀
此
語
、
則
浮
海
之
歎
、
亦
非
虛
發
者
矣
。
［
訓
読
］
○
子
、
九
夷
に
居
ら
ん
と
欲
す
。
或
ひ
と
曰
く
、
陋
な
り
。
之
れ
を
如
何
せ
ん
、
と
。
子
曰
く
、
君
子
之
れ
に
居
れ
ば
、
何
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の
陋
か
之
れ
有
ら
ん
。
此
の
語
を
観
れ
ば
、
則
ち
海
に
浮
か
ぶ
の
歎
も
、
亦
た
虚
し
く
発
す
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。
［
語
釈
］
○
浮
海
之
歎
『
論
語
』
公
冶
長
・
章
に
「
子
曰
く
、
道
行
わ
れ
ず
、
桴
に
乗
り
て
海
に
浮
か
ば
ん
」
と
あ
る
。
6
【
十
四
】
○
子
曰
、
吾
自
衞
反
魯
、
然
後
樂
正
、
雅
頌
各
得
其
所
。
雅
頌
者
、
樂
之
歌
也
。
如
春
秋
士
大
夫
賦
詩
則
歌
雅
、
三
家
者
徹
則
歌
雍
、
皆
雅
頌
之
不
得
其
所
也
。
序
詩
而
各
歸
其
所
當
用
則
樂
正
矣
。
自
衞
反
魯
、
事
見
孔
子
圖
譜
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
吾
、
衛
よ
り
魯
に
反
り
て
、
然
る
後
楽
正
し
く
、
雅
頌
、
各
お
の
其
の
所
を
得
た
り
。
雅
頌
と
は
、
楽
の
歌
な
り
。
春
秋
の
士
大
夫
、
詩
を
賦
す
と
き
は
則
ち
雅
を
歌
ひ
、
三
家
者
、
徹
す
る
と
き
は
則
ち
雍
を
歌
ふ
が
如
き
は
、
皆
雅
頌
の
其
の
所
を
得
ざ
る
な
り
。
詩
を
序
し
て
各
お
の
其
の
当
に
用
ふ
べ
き
所
に
帰
す
れ
ば
、
則
ち
楽
正
し
。
衛
よ
り
魯
に
反
る
は
、
事
、
孔
子
図
譜
に
見
ゆ
。
[
語
釈]○
三
家
者
徹
則
歌
雍
『
論
語
』
八
佾
・
章
に
「
三
家
者
、
雍
を
以
て
徹
す
。
子
曰
く
、
相
く
る
は
維
れ
辟
公
、
2
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天
子
穆
穆
た
り
。
奚
ぞ
三
家
の
堂
に
取
ら
ん
や
」
と
あ
り
、『
論
語
私
存
』
八
佾
・
章
の
注
で
季
本
は
「
大
夫
、
2
雍
を
歌
ひ
以
て
徹
す
。
此
れ
雅
頌
の
其
の
所
を
得
ざ
る
所
以
な
り
」
と
し
て
い
る
。
【
十
五
】
○
子
曰
、
出
則
事
公
卿
、
入
則
事
父
兄
。
喪
事
不
敢
不
勉
。
不
爲
酒
困
。
何
有
於
我
哉
。
事
公
卿
而
誠
信
足
以
開
其
明
。
事
父
兄
而
孝
友
足
以
□
其
愛
。
居
喪
而
哀
戚
之
情
雖
久
不
怠
。
飲
酒
而
恭
敬
之
德
雖
醉
不
昏
。
此
非
天
理
純
全
而
曲
盡
精
微
者
不
能
也
。
豈
可
謂
此
非
聖
人
之
極
致
哉
。
何
有
於
我
、
自
覺
其
難
也
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
出
で
て
は
則
ち
公
卿
に
事
へ
、
入
り
て
は
則
ち
父
兄
に
事
ふ
。
喪
事
に
は
敢
て
勉
め
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
酒
の
困
れ
と
為
ら
ず
。
何
か
我
に
有
ら
ん
や
。
み
だ
公
卿
に
事
へ
て
誠
信
は
以
て
其
の
明
を
開
く
に
足
る
。
父
兄
に
事
へ
て
孝
友
は
以
て
其
の
愛
を
□
に
足
る
。
喪
に
居
り
て
哀
戚
の
情
は
久
し
と
雖
も
怠
ら
ず
。
酒
を
飲
み
て
恭
敬
の
徳
は
酔
ふ
と
雖
も
昏
ま
ず
。
此
れ
天
理
純
全
に
し
て
曲
尽
精
微
な
る
者
に
非
ざ
れ
ば
能
く
せ
ざ
る
な
り
。
豈
に
此
れ
聖
人
の
極
致
に
非
ず
と
謂
ふ
べ
け
ん
や
。
何
か
我
に
有
ら
ん
は
、
其
の
難
き
を
自
覚
す
れ
ば
な
り
。
［
語
釈
］
○
豈
可
謂
此
非
聖
人
之
極
致
哉
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
で
「
説
、
第
七
篇
に
見
ゆ
」
と
し
、
同
述
而
・
章
15
2
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で
「
三
者
は
已
に
聖
人
の
極
至
に
非
ず
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
季
本
の
批
判
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
【
十
六
】
○
子
在
川
上
曰
、
逝
者
如
斯
夫
。
不
舎
晝
夜
。
水
之
流
行
不
息
、
即
是
道
體
也
。
然
須
有
誠
爲
之
本
。
此
與
孟
子
離
婁
下
篇
水
哉
水
哉
章
義
同
。
集
註
謂
自
此
以
至
終
篇
、
皆
勉
人
進
學
不
已
之
辭
。
以
語
意
求
之
亦
是
如
此
。
［
訓
読
］
○
子
、
川
上
に
在
り
て
曰
く
、
逝
く
者
は
斯
の
如
き
か
。
昼
夜
を
舎
か
ず
。
水
の
流
行
し
て
息
ま
ざ
る
は
、
即
ち
是
れ
道
体
な
り
。
然
ら
ば
須
く
誠
有
り
て
之
れ
が
本
と
為
る
べ
し
。
此
れ
孟
子
離
婁
下
篇
の
水
哉
水
哉
章
の
義
と
同
じ
。
集
註
、
此
れ
よ
り
以
て
終
篇
に
至
る
ま
で
、
皆
人
に
学
に
進
み
て
已
ま
ざ
る
こ
と
を
勉
め
し
む
る
の
辞
な
り
と
謂
ふ
。
語
意
を
以
て
之
れ
を
求
む
る
も
亦
た
是
れ
此
く
の
如
し
。
［
語
釈
］
○
孟
子
離
婁
下
篇
章
参
照
。
18
○
集
註
謂
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
に
「
愚
按
ず
る
に
、
此
れ
よ
り
篇
終
に
至
る
ま
で
、
皆
人
に
学
に
進
み
て
16
已
ま
ざ
る
こ
と
を
勉
め
し
む
る
の
辞
な
り
」
と
あ
る
。
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【
十
七
】
○
子
曰
、
吾
未
見
好
德
如
好
色
者
也
。
此
欲
學
者
誠
於
好
德
也
。
未
必
爲
衞
靈
公
而
發
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
吾
未
だ
徳
を
好
む
こ
と
色
を
好
む
が
如
き
者
を
見
ず
。
此
れ
学
者
の
徳
を
好
む
に
誠
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。
未
だ
必
ず
し
も
衛
霊
公
の
為
に
し
て
発
せ
ず
。
［
語
釈
］
○
未
必
爲
衞
靈
公
而
發
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
で
「
史
記
に
、
孔
子
衛
に
居
る
に
、
霊
公
、
夫
人
と
車
を
同
17
じ
く
し
、
孔
子
を
し
て
次
乗
と
為
し
、
市
に
招
揺
し
て
之
れ
を
過
ぐ
。
孔
子
之
れ
を
醜
む
。
故
に
是
の
言
あ
り
、
に
く
と
」
と
い
う
引
用
を
し
て
い
る
。
【
十
八
】
○
□
曰
、
譬
如
爲
山
。
未
成
一
簣
、
止
吾
止
也
。
譬
如
平
地
。
雖
□
一
簣
、
進
吾
往
也
。
集
註
發
得
吾
字
精
切
。
［
訓
読
］
○
〔
子
〕
曰
く
、
譬
へ
ば
山
を
為
る
が
如
し
。
未
だ
一
簣
を
成
さ
ざ
る
も
、
止
む
は
吾
が
止
む
な
り
。
譬
へ
ば
地
を
平
ら
か
- 227 -
に
す
る
が
如
し
。
一
簣
を
〔
覆
す
〕
と
雖
も
、
進
む
は
吾
が
往
く
な
り
。
集
註
、
吾
字
を
発
し
得
て
精
切
な
り
。
［
語
釈
］
○
集
註
發
得
吾
字
精
切
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
に
「
蓋
し
学
者
自
強
し
て
息
ま
ざ
れ
ば
、
前
功
尽
く
棄
つ
。
18
其
の
止
み
其
の
往
く
こ
と
、
皆
我
に
在
り
て
人
に
在
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。
【
十
九
】
○
子
曰
、
語
之
而
不
惰
者
、
其
囘
也
與
。
此
顔
子
能
請
事
斯
語
處
也
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
之
れ
に
語
げ
て
惰
ら
ざ
る
者
は
、
其
れ
回
か
。
此
れ
顔
子
、
能
く
斯
の
語
を
事
と
す
る
を
請
ふ
処
な
り
。
［
語
釈
］
○
此
顔
子
能
請
事
斯
語
處
也
『
論
語
』
顔
淵
・
章
。
1
【
二
十
】
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○
子
謂
顔
淵
曰
、
惜
乎
。
吾
見
其
進
也
、
未
見
其
止
也
。
集
註
本
前
章
止
吾
止
、
進
吾
往
説
。
故
曰
、
方
進
而
未
已
。
張
横
渠
謂
、
顔
子
未
得
聖
人
之
止
。
則
解
止
字
與
集
註
不
同
。
［
訓
読
］
○
子
、
顔
淵
に
謂
ひ
て
曰
く
、
惜
し
い
か
な
。
吾
、
其
の
進
む
を
見
る
も
、
未
だ
其
の
止
ま
る
を
見
ざ
る
な
り
。
集
註
、
前
章
の
止
む
は
吾
が
止
む
、
進
む
は
吾
が
往
く
の
説
に
本
づ
く
。
故
に
曰
く
、
方
に
進
み
て
未
だ
已
ま
ず
、
と
。
張
横
渠
謂
へ
ら
く
、
顔
子
は
未
だ
聖
人
の
止
を
得
ず
、
と
。
則
ち
止
字
を
解
す
る
こ
と
集
註
と
同
じ
か
ら
ず
。
［
語
釈
］
○
集
註
本
前
章
止
吾
止
、
進
吾
往
説
『
論
語
集
註
』
子
罕
・
章
に
「
進
止
の
二
字
、
説
は
上
章
に
見
ゆ
。
顔
子
20
既
に
死
し
て
、
孔
子
之
れ
を
惜
し
む
。
其
の
方
に
進
み
て
未
だ
已
ま
ざ
る
を
言
ふ
な
り
」
と
あ
る
。
○
張
横
渠
謂
『
正
蒙
』
中
正
篇
に
「
顔
子
は
学
を
好
ん
で
倦
ま
ず
。
仁
と
智
と
を
合
し
、
具
に
聖
人
を
体
す
る
も
、
独
り
未
だ
聖
人
の
止
に
至
ら
ざ
る
の
み
」「
此
れ
顔
子
の
己
に
克
ち
て
幾
を
研
ら
か
に
し
、
必
ず
其
の
極
を
用
つ
ま
び
ひ
ん
と
欲
す
る
所
以
な
り
。
未
だ
聖
に
至
ら
ず
し
て
已
ま
ず
。
故
に
仲
尼
其
の
進
む
を
賢
と
す
。
未
だ
中
を
得
ず
し
て
居
ら
ず
。
故
に
夫
の
未
だ
其
の
止
む
を
見
ざ
る
を
惜
し
む
な
り
」
と
あ
る
。
【
二
十
一
】
○
子
曰
、
苗
而
不
秀
者
有
矣
夫
。
秀
而
不
實
者
有
矣
夫
。
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此
由
失
於
培
植
灌
漑
也
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
苗
に
し
て
秀
で
ざ
る
者
有
る
か
な
。
秀
で
て
実
ら
ざ
る
者
有
る
か
な
。
此
れ
培
植
灌
漑
を
失
ふ
に
由
る
。
【
二
十
二
】
○
子
曰
、
後
生
可
畏
。
焉
知
來
者
之
不
如
今
也
。
四
十
五
十
而
無
聞
焉
、
斯
亦
不
足
畏
也
已
。
集
註
以
今
爲
我
之
今
日
。
本
邢
氏
疏
。
無
聞
、
先
師
謂
不
聞
道
。
其
説
近
實
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
後
生
畏
る
べ
し
。
焉
ん
ぞ
来
者
の
今
に
如
か
ざ
る
を
知
ら
ん
や
。
四
十
五
十
に
し
て
聞
く
こ
と
無
き
は
、
斯
れ
亦
た
畏
る
る
に
足
ら
ざ
る
の
み
。
集
註
は
今
を
以
て
我
の
今
日
と
為
す
。
邢
氏
の
疏
に
本
づ
く
。
聞
く
こ
と
無
し
は
、
先
師
、
道
を
聞
か
ず
と
謂
ふ
。
其
の
説
実
に
近
し
。
［
語
釈
］
○
集
註
以
今
爲
我
之
今
日
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
に
「
安
ん
ぞ
其
の
将
来
、
我
の
今
日
に
如
か
ざ
る
を
知
ら
22
ん
や
」
と
あ
る
。
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○
本
邢
氏
疏
『
論
語
注
疏
』
当
該
章
の
疏
に
「
年
少
の
人
、
以
て
学
を
積
み
、
徳
を
成
す
に
足
り
、
誠
に
畏
る
べ
き
な
る
を
言
ふ
。
安
ん
ぞ
将
に
来
ら
ん
と
す
る
者
の
道
徳
、
我
が
今
日
に
如
か
ざ
る
を
知
ら
ん
や
」
と
あ
る
。
○
先
師
謂
不
聞
道
『
伝
習
録
』
上
巻
・
条
に
「
四
十
五
十
に
し
て
聞
く
な
き
は
、
是
れ
道
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
105
声
聞
な
き
に
あ
ら
ず
」
と
あ
る
。
【
二
十
三
】
○
子
曰
、
法
語
之
言
、
能
無
從
乎
。
改
之
爲
貴
。
巽
與
之
言
、
能
無
説
乎
。
繹
之
爲
貴
。
説
而
不
繹
、
從
而
不
改
、
吾
末
如
之
何
也
已
矣
。
法
語
之
語
、
去
聲
。
謂
正
以
告
之
事
也
。
巽
與
、
謂
婉
以
與
之
言
也
。
能
無
從
乎
、
言
必
從
也
。
能
無
説
乎
、
言
必
説
也
。
楊
氏
謂
、
語
之
而
不
達
、
拒
之
而
不
受
、
猶
之
可
也
。
其
或
喩
焉
、
則
尚
□
幾
其
能
改
繹
矣
。
此
非
謂
其
必
從
必
説
與
能
無
□
意
不
同
矣
。
改
繹
須
是
從
説
者
自
爲
。
聖
人
不
能
代
之
也
。
故
曰
、
吾
末
如
之
何
也
已
。
如
之
何
、
正
謂
改
繹
。
此
言
聞
善
者
、
當
實
體
於
身
、
不
徒
不
逆
於
耳
可
也
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
法
語
の
言
は
、
能
く
従
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
之
れ
を
改
む
る
を
貴
し
と
為
す
。
巽
與
の
言
は
、
能
く
説
ぶ
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
之
れ
を
繹
ぬ
る
を
貴
し
と
為
す
。
説
び
て
繹
ね
ず
、
従
ひ
て
改
め
ざ
る
は
、
吾
、
之
れ
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
末
き
の
み
。
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法
語
の
語
は
、
去
声
。
正
に
し
て
以
て
告
ぐ
る
の
事
を
謂
ふ
な
り
。
巽
與
は
、
婉
に
し
て
以
て
与
ふ
る
の
言
を
謂
ふ
な
り
。
能
く
従
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
や
は
、
必
ず
従
ふ
を
言
ふ
。
能
く
説
ぶ
こ
と
無
か
ら
ん
や
は
、
必
ず
説
ぶ
を
言
ふ
。
楊
氏
謂
へ
ら
く
、
之
れ
に
語
げ
て
達
せ
ず
、
之
れ
を
拒
み
て
受
け
ざ
る
は
、
猶
ほ
之
れ
可
な
り
。
其
の
或
ひ
は
喩
れ
ば
、
則
さ
と
ち
尚
ほ
其
の
能
く
改
め
繹
ぬ
る
に
〔
庶
〕
幾
し
、
と
。
此
れ
其
の
必
ず
従
ひ
必
ず
説
ぶ
と
、
能
く
〔
説
ぶ
こ
と
〕
無
か
ら
ん
や
の
意
と
同
じ
か
ら
ず
と
謂
ふ
に
非
ず
。
改
め
繹
ぬ
る
は
須
く
是
れ
従
ひ
説
ぶ
者
自
ら
為
す
べ
し
。
聖
人
、
之
れ
に
代
は
る
こ
と
能
は
ず
。
故
に
曰
く
、
吾
、
之
れ
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
末
き
の
み
、
と
。
之
れ
を
如
何
は
、
正
に
改
め
繹
ぬ
る
を
謂
ふ
。
此
れ
善
を
聞
く
者
は
、
当
に
実
に
身
に
体
す
べ
く
、
徒
だ
に
耳
に
逆
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
し
て
可
な
り
と
言
ふ
。
［
語
釈
］
○
楊
氏
謂
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
に
「
楊
氏
曰
く
、
法
言
は
、
孟
子
、
王
政
を
行
ふ
を
論
ず
る
の
類
の
若
き
23
是
れ
な
り
。
巽
言
は
、
其
の
貨
を
好
み
色
を
好
む
を
論
ず
る
の
類
の
若
き
是
れ
な
り
。
之
れ
に
語
げ
て
達
せ
ず
、
之
れ
を
拒
み
て
受
け
ざ
る
は
、
猶
ほ
之
れ
可
な
り
。
其
れ
或
ひ
は
喩
れ
ば
、
則
ち
尚
ほ
其
の
能
く
改
め
繹
ぬ
る
さ
と
に
庶
幾
し
。
従
ひ
且
つ
説
び
て
、
而
も
改
め
繹
ね
ざ
れ
ば
、
則
ち
是
れ
終
に
改
め
繹
ね
ざ
る
の
み
。
聖
人
と
雖
も
其
れ
之
れ
を
如
何
せ
ん
や
、
と
」
と
あ
る
。
［
校
異
］
○
尚
□
幾
其
能
改
繹
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
「
尚
庶
幾
23
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其
能
改
繹
」
と
し
た
。
○
能
無
□
同
様
の
理
由
に
よ
り
、「
能
無
説
」
と
し
た
。
【
二
十
四
】
○
子
曰
、
主
忠
信
、
毋
友
不
如
己
者
。
過
則
勿
憚
改
。
説
見
學
而
篇
。
此
雖
去
上
二
句
、
而
意
則
盡
矣
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
忠
信
を
主
と
し
、
己
に
如
か
ざ
る
者
を
友
と
す
る
こ
と
毋
か
れ
。
過
ち
て
は
則
ち
改
む
る
に
憚
る
こ
と
勿
か
れ
。
説
は
学
而
篇
に
見
ゆ
。
此
れ
上
二
句
を
去
る
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
意
は
則
ち
尽
く
す
。
［
語
釈
］
○
説
見
學
而
篇
『
論
語
私
存
』
学
而
・
章
参
照
。
8
○
去
上
二
句
『
論
語
』
学
而
・
章
の
「
君
子
不
重
則
不
威
、
学
則
不
固
」
の
こ
と
。
8
【
二
十
五
】
○
子
曰
、
三
軍
可
奪
帥
也
。
匹
夫
不
可
奪
志
也
。
帥
必
志
立
、
然
後
可
以
不
奪
。
爲
帥
者
本
一
匹
夫
耳
。
三
軍
雖
衆
、
而
所
以
主
三
軍
者
、
固
此
志
也
。
匹
夫
之
志
奪
、
而
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後
三
軍
之
帥
可
奪
矣
。
以
見
三
軍
之
勇
所
恃
在
人
、
不
若
匹
夫
之
志
在
己
也
。
然
此
借
上
句
、
以
明
下
句
耳
。
○
南
軒
張
氏
曰
、
志
者
中
有
所
主
也
。
三
軍
雖
衆
、
其
帥
可
奪
者
、
資
諸
人
故
也
。
匹
夫
雖
微
、
其
志
則
不
可
奪
者
、
存
諸
己
故
也
。
夫
使
志
而
可
奪
、
則
不
得
謂
之
志
矣
。
雖
然
、
此
所
謂
志
、
謂
守
其
道
而
不
渝
。
如
虞
人
非
其
招
不
往
之
類
是
也
。
若
守
認
私
意
、
而
不
知
徙
義
、
則
是
失
其
所
主
。
謂
之
任
意
則
可
耳
。
非
志
也
。
此
發
志
字
之
義
盡
矣
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
三
軍
も
帥
を
奪
ふ
べ
き
な
り
。
匹
夫
も
志
を
奪
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
帥
は
必
ず
志
立
ち
て
、
然
る
後
以
て
奪
は
れ
ざ
る
べ
し
。
帥
と
為
る
者
は
本
と
一
匹
夫
の
み
。
三
軍
は
衆
し
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
三
軍
を
主
る
所
以
の
者
は
、
固
よ
り
此
の
志
な
り
。
匹
夫
の
志
奪
は
れ
て
、
而
る
後
三
軍
の
帥
奪
は
る
べ
し
。
以
て
三
軍
の
勇
の
恃
む
所
人
に
在
る
は
、
匹
夫
の
志
、
己
に
在
る
に
若
か
ざ
る
を
見
す
。
然
ら
ば
此
れ
上
句
を
借
り
て
、
以
て
下
句
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
。
○
南
軒
張
氏
曰
く
、
志
は
中
に
主
る
所
有
る
な
り
。
三
軍
は
衆
し
と
雖
も
、
其
の
帥
の
奪
ふ
べ
き
は
、
諸
を
人
に
資
る
故
な
り
。
匹
夫
は
微
と
雖
も
、
其
の
志
は
則
ち
奪
ふ
べ
か
ら
ざ
る
は
、
諸
を
己
に
存
す
る
故
な
り
。
夫
れ
志
を
し
て
奪
ふ
べ
か
ら
し
む
れ
ば
、
則
ち
之
れ
を
志
と
謂
ふ
を
得
ず
。
然
り
と
雖
も
、
此
の
所
謂
志
は
、
其
の
道
を
守
り
て
渝
は
ら
ざ
る
を
謂
ふ
。
虞
人
の
其
の
招
き
に
非
ざ
れ
ば
往
か
ず
の
類
の
如
き
是
れ
な
り
。
若
し
私
意
を
守
り
認
め
て
、
義
に
徙
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
是
れ
其
の
主
る
所
を
失
ふ
な
り
。
之
れ
を
意
に
任
す
と
謂
へ
ば
則
ち
可
の
み
。
志
に
非
ず
、
と
。
此
れ
志
字
の
義
を
発
し
て
尽
く
せ
り
。
［
語
釈
］
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○
以
見
三
軍
之
勇
所
恃
在
人
『
論
語
集
注
』
子
罕
・
章
に
「
侯
氏
曰
く
、
三
軍
の
勇
は
人
に
在
り
。
匹
夫
の
志
25
は
己
に
在
り
。
故
に
帥
は
奪
は
る
べ
く
し
て
、
志
は
奪
は
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。
○
南
軒
張
氏
曰
『
論
語
解
』
当
該
章
の
注
。
な
お
、「
匹
夫
雖
微
、
其
志
則
不
可
奪
」
は
『
論
語
解
』
で
は
「
匹
夫
雖
微
、
有
志
則
不
可
奪
」
と
な
っ
て
い
る
。
○
虞
人
非
其
招
『
孟
子
』
滕
文
公
下
・
章
に
「
孟
子
曰
く
、
昔
、
斉
の
景
公
、
田
す
。
虞
人
を
招
く
に
旌
を
以
1
て
す
る
も
至
ら
ず
。
将
に
之
れ
を
殺
さ
ん
と
す
。
志
士
は
溝
壑
に
在
る
を
忘
れ
ず
、
勇
士
は
其
の
元
を
喪
ふ
を
忘
れ
ず
、
と
。
孔
子
は
奚
を
か
取
る
。
其
の
招
き
に
非
ざ
れ
ば
徃
か
ざ
る
を
取
る
な
り
。
其
の
招
き
を
待
た
ず
し
て
徃
く
が
如
き
は
何
ぞ
や
」
と
あ
る
。
【
二
十
六
】
○
子
曰
、
衣
敝
縕
袍
、
與
衣
狐
貉
者
立
而
不
恥
者
、
其
由
也
與
。
不
忮
不
求
、
何
用
不
臧
。
子
路
終
身
誦
之
。
子
曰
、
是
道
也
。
□
足
以
臧
。
人
有
恥
貧
之
心
、
則
見
富
者
必
不
能
忘
情
。
故
強
者
必
忮
、
弱
者
必
求
。
不
忮
不
求
亦
是
道
。
何
用
不
臧
、
言
自
此
可
以
進
善
。
非
謂
不
忮
不
求
而
善
已
足
也
。
子
路
以
不
忮
不
求
爲
足
。
故
曰
、
何
足
以
臧
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
敝
れ
た
る
縕
袍
を
衣
、
狐
貉
を
衣
る
者
と
立
ち
て
恥
じ
ざ
る
は
、
其
れ
由
な
る
か
。
忮
は
ず
求
ら
ず
、
何
そ
こ
な
む
さ
ぼ
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を
用
て
か
臧
か
ら
ざ
ら
ん
。
子
路
、
終
身
之
れ
を
誦
す
。
子
曰
く
、
是
れ
道
な
り
。〔
何
ぞ
〕
以
て
臧
し
と
す
る
に
足
ら
も
つ
よ
ん
。人
に
貧
を
恥
ず
る
の
心
有
れ
ば
、
則
ち
富
者
を
見
て
は
必
ず
忘
情
す
る
こ
と
能
は
ず
。
故
に
強
者
は
必
ず
忮
ひ
、
弱
者
は
必
ず
求
る
。
忮
は
ず
求
ら
ざ
る
も
亦
た
是
れ
道
な
り
。
何
を
用
て
か
臧
か
ら
ざ
ら
ん
は
、
此
れ
よ
り
以
て
善
に
進
む
べ
き
を
言
ふ
。
忮
は
ず
求
ら
ず
し
て
善
已
に
足
る
と
謂
ふ
に
非
ず
。
子
路
は
忮
は
ず
求
ら
ざ
る
を
以
て
足
る
と
為
す
。
故
に
曰
く
、
何
ぞ
以
て
臧
し
と
す
る
に
足
ら
ん
、
と
。
【
二
十
七
】
○
子
曰
、
歳
寒
、
然
後
知
松
柏
之
後
彫
也
。
松
柏
後
彫
、
當
求
其
本
。
張
南
軒
所
謂
所
守
之
有
素
也
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
歳
寒
く
し
て
、
然
る
後
に
松
柏
の
彫
む
に
後
る
る
を
知
る
。
松
柏
彫
む
に
後
る
る
は
、
当
に
其
の
本
を
求
む
べ
し
。
張
南
軒
の
所
謂
守
る
所
の
素
有
る
な
り
。
［
語
釈
］
○
張
南
軒
所
謂
所
守
之
有
素
也
『
論
語
解
』
当
該
章
の
注
に
「
力
量
の
浅
深
は
、
平
時
は
未
だ
見
易
か
ら
ず
。
惟
だ
利
害
艱
難
の
際
に
当
れ
ば
、
則
ち
其
の
守
る
所
の
者
を
見
る
べ
き
の
み
。
人
は
徒
だ
其
の
事
に
臨
む
の
能
く
す
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る
処
を
見
る
の
み
。
而
れ
ど
も
其
の
自
ら
守
る
の
素
あ
る
を
知
ら
ず
。
松
柏
の
質
は
堅
剛
な
り
。
独
り
歳
寒
き
の
時
に
於
い
て
、
而
る
後
人
其
の
彫
む
に
後
る
る
を
知
る
の
み
」
と
あ
る
。
【
二
十
八
】
○
子
曰
、
知
者
不
惑
、
仁
者
不
憂
、
勇
者
不
懼
。
此
論
知
仁
勇
之
德
。
其
無
所
疑
惑
憂
懼
如
此
。
非
謂
三
等
人
也
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
知
者
は
惑
は
ず
、
仁
者
は
憂
へ
ず
、
勇
者
は
懼
れ
ず
。
此
れ
知
仁
勇
の
徳
を
論
ず
。
其
の
疑
惑
憂
懼
す
る
所
無
き
こ
と
此
く
の
如
し
。
三
等
の
人
を
謂
ふ
に
非
ず
。
【
二
十
九
】
○
子
曰
、
可
與
共
學
、
未
可
與
適
道
。
可
與
適
道
、
未
可
與
立
。
可
與
立
、
未
可
與
權
。
有
志
、
然
後
可
與
共
學
。
心
通
、
然
後
可
以
適
道
。
守
定
、
然
後
可
與
立
。
義
精
、
然
後
可
與
權
。
經
權
、
詳
見
説
理
會
編
卷
一
。
［
訓
読
］
○
子
曰
く
、
与
に
共
に
学
ぶ
べ
し
、
未
だ
与
に
道
を
適
く
べ
か
ら
ず
。
与
に
道
を
適
く
べ
し
、
未
だ
与
に
立
つ
べ
か
ら
ず
。
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与
に
立
つ
べ
し
、
未
だ
与
に
権
る
べ
か
ら
ず
。
志
有
り
て
然
る
後
与
に
共
に
学
ぶ
べ
し
。
心
通
じ
て
、
然
る
後
以
て
道
を
適
く
べ
し
。
守
り
定
ま
り
て
、
然
る
後
与
に
立
つ
べ
し
。
義
精
し
く
し
て
、
然
る
後
与
に
権
る
べ
し
。
経
権
は
、
詳
し
く
は
説
理
会
編
巻
一
に
見
ゆ
。
［
語
釈
］
○
經
權
詳
見
説
理
會
編
卷
一
『
説
理
会
編
』
巻
一
・
条
で
、
季
本
は
ま
ず
「
道
」
と
「
礼
」
と
「
権
」
と
が
あ
57
る
と
説
き
、
そ
の
上
で
、
平
時
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
が
「
礼
」
で
あ
り
、
非
常
時
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
が
「
権
」
で
あ
る
と
し
て
、
権
と
礼
と
を
対
置
す
る
。
そ
し
て
平
時
・
非
常
時
に
そ
れ
ぞ
れ
「
礼
」
と
「
権
」
と
を
使
い
分
け
て
、
は
じ
め
て
「
道
」
が
実
現
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
の
道
こ
そ
が
「
経
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
礼
と
権
と
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
り
、
平
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
、
現
実
を
一
貫
す
る
あ
り
方
だ
と
す
る
。
し
か
し
、
漢
儒
は
道
を
四
角
四
面
に
礼
を
遵
守
す
る
こ
と
と
考
え
、
適
宜
現
実
に
対
応
し
て
効
果
を
挙
げ
る
の
が
権
だ
と
考
え
た
め
に
、
現
実
的
な
効
果
が
期
待
で
き
る
な
ら
ば
、
何
を
や
っ
て
も
よ
い
と
考
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
孟
子
の
言
う
「
兄
の
臂
を
ね
じ
っ
て
食
い
物
を
奪
い
、
隣
の
家
の
垣
根
を
越
え
て
処
女
を
掠
っ
て
嫁
に
す
る
」
の
と
変
わ
ら
な
い
。
故
に
経
を
徹
底
し
て
学
ば
ね
ば
、
権
を
履
き
違
え
て
し
ま
う
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
【
三
十
】
○
唐
棣
之
華
、
偏
其
反
而
、
豈
不
爾
思
、
室
是
遠
而
。
子
曰
、
未
之
思
也
。
夫
何
遠
之
有
。
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此
借
詩
言
而
反
之
。
謂
、
思
在
外
則
室
有
遠
、
思
在
内
則
□
不
遠
。
我
欲
仁
斯
仁
至
矣
。
何
遠
之
有
。
［
訓
読
］
○
唐
棣
の
華
、
偏
と
し
て
其
れ
反
せ
り
、
豈
に
爾
を
思
は
ざ
ら
ん
や
、
室
是
れ
遠
け
れ
ば
な
り
。
子
曰
く
、
未
だ
之
れ
を
思
は
ざ
る
な
り
。
夫
れ
何
の
遠
き
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
。
此
れ
詩
の
言
を
借
り
て
之
れ
に
反
す
。
謂
へ
ら
く
、
思
ひ
外
に
在
れ
ば
則
ち
室
遠
き
こ
と
あ
り
、
思
ひ
内
に
在
れ
ば
則
ち
〔
室
〕
遠
か
ら
ず
。
我
、
仁
を
欲
す
れ
ば
、
斯
に
仁
至
ら
ん
。
何
の
遠
き
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
、
と
。
［
語
釈
］
○
我
欲
仁
斯
仁
至
矣
『
論
語
』
述
而
・
章
。
29
［
校
異
］
○
則
□
不
遠
文
脈
か
ら
「
則
室
不
遠
」
と
判
断
し
た
。
論
語
私
存
卷
九
終
